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スケジュール

日本のスポーツの歴史や目的等について 出典：新潟医療福祉大教授 西原康行氏資料



なぜ部活動を地域クラブや他の活動と連携・移行することが
必要なのか？

※県全体の年齢別推計人口（令和５年４月１日現在）
↓ １５年後の１５歳はは現在の約６０％の人口

※県内のある自治体では生徒数が１０年後には、

現在の約５０％に減少することが予測されている。
〇少子化の継続、加速が一番大きな要因 〇教職員の働き方
〇スポーツ・文化芸術の多様化 〇市場論理

→部活動自体の存続が難しい時代にある。

１５歳１０歳５歳０歳

１８,３５９１６,９９３１４,５４３１１,５３８人口（人）

９２．６％７９．２％６２．９％１５歳人口に対する割合



〇少子化による学校規模の縮小
・部員数の減少で単独でチームが組めない
・やりたい競技の部活がそもそも設置されていない
・専門の指導ができる顧問がいない

〇子どもたちのニーズの多様化
・競技力向上だけでなく、運動を楽しみたい。
・友達と過ごしたい、土日は別な事をしたい
・ボルダリングやスケートボードなどアーバンスポーツをしたい

〇教職員 ・減少、種目等専門性が十分でない
・法律等での働き方の変化

なぜ部活動を地域クラブや他の活動に展開することが必要なのか？



理念、目的の確認

〇中学生（ジュニア期）の望ましい（新しい）

スポーツ環境を構築すること
国の方針→部活動の地域「連携」と移行→地域展開

〇急いては事をし損ずる。

〇部活動を地域や保護者が代わりに行うことではない



部活動との関り
〇全国中学校体育大会は令和９年から一部種目が減るが１２年度まで

継続する。

〇急ぎすぎ、拙速な取組により、今、ここ数年の生徒の夢や活動、

場所、仲間を奪わないこと

〇部活動は、多様なスポーツ環境の一つであり、全否定されるもの

ではない。

〇令和８年に全ての部活動を移行、連携する必要はないこと



中学校体育連盟、吹奏楽連盟
〇中学校体育連盟
全国中学校体育大会：
・令和12年度までは、縮小を図りながら現行方式で縮小
しながら継続
令和9年から実施しない種目「水泳、ハンドボール、体操、新体操、
ソフトボール男子、相撲、スケート、アイスホッケー、※スキー（11年度）」

・北信越中学校体育連盟
・県、新潟市中学校体育連盟

〇吹奏楽連盟 当面、現行の通り、クラブチームも参加



部活動、放課後活動はどうなるの？

〇令和11年度までは各部活動を原則継続をします。
（中体連や吹奏楽連盟、当校の状況により、見直しや縮小も行います）

スポーツ系・吹奏楽は柳都クラブと連携して活動します。
〇もちろん学校や柳都クラブには無い自分で取り組みたい種
目や活動にも取り組んでください。



これから
・「少子化」→ 今後、部活動存続が難しい、学校によって実施不可能

そして「スポーツの多様化」 「教職員の働き方」

・小・中学校、地域・保護者、指導者の連携協働の重要性

・小学校時からの多様な文化、芸術、スポーツ等を経験する仕組み

・持続可能 ・親しむ、普及と強化 ・施設、人、指導者

※しも町、新潟島、新潟市の子ども達の

「のぞましいスポーツ・文化・芸術環境」構築
「普及、強化」「組織」「指導」「費用」「貢献」「人．街」

の視点で考えると…



総合型クラブがあるとよい！な

「多種目、多世代、多指向」
人々がスポーツ・文化を通じ

多様な体験、普及・強化、健康体力の増進、
地域づくり、活性化にも寄与

☆スポーツ・文化芸術を通じた

しもまち、新潟島、新潟市ジュニア、

多様な世代のウエルビ―イング※１
↓ 

※１ 心身ともによい状態、充足、幸せが持続している状態



運 営
〇組織運営を行う理事会、事務局を設置
（連絡調整事業計画・運営、会費、謝金、広報等事務）
・構成は地域の関係者、専門指導者、育成協、スポーツ振興会、
学校職員等

〇令和６年は、受益者負担と国補助金を活用し運営を行う
〇令和７年度以降は受益者負担を原則
・中学生は、月額制で部活動でかかる会費程度額を予定
（金額は種目により異なりますが月1000円～3000円程度）
使途は、指導者・ボランティア謝金、事務局運営費、旅費、指導者保険
消耗品（ボール、用具用品）備品、全体行事費など etc



部活動と総合型クラブ

部活動
部活動

総合型
クラブ 部活動

総合型
クラブ

令和

～今まで 令和７年 令和８年 令和９年 令和１２年～

令和

・少子化・教員の働き方 ・平日の部活動は１６時４５分 ・全中の見直し
・生徒のニーズの多様化 ・祝土日の部活動は行わない ・総合型クラブ主体の環境
・やりたい部活がない 多様な種目・世代・志向（普及と競技）
・いろいろ運動したい 部活動と総合型クラブの連携協働
・全中は継続実施（～Ｒ８） 教育的な意義、活動が必要

令和５－７年部活動改革集中期間



Ａ 既存の施設・
地域クラブ

Ｃ 新設の
地域クラブ活動

Ｇ 学校のクラブ、
部活動

Ｂ部活動と連携する
地域クラブ活動

Ｆ 協賛
個人、団体

Ｄ 事業、研修、
イベント

Ｅ 運営主体
「理事会」「指導者」「事務局：連絡・調整、企画運営、広報、etc]

柳都クラブの組織構成



構 成 現在展開・準備中
Ａ 既存のクラブ・施設：ＮＮ（ソフトテニス男）ＳＴＥＬＬＡ（新体操）ＫＡＺＵ（バスケ男）ゆいぽーと、みなとぴあ

Ｂ 部活動と柳都クラブ：陸上 野球 サッカー ソフトテニス女 卓球 吹奏楽（バスケットボール）

Ｃ 新種目等：ビーチバレーボール ビーチテニス、バレーボール男、ダンス、歴史文化、アウトドア…

Ｄ 事業・研修： 健康・体力づくり、スポーツ医科学、 トレーニング 演奏会 レクリエーション 運動会

Ｅ 運営団体：当クラブを運営する理事会、事務局 （経理、企画、運営、広報、施設）



時間・活動の見通し
• 令和６年度 部活動と柳都クラブの活動を徐々に連携

部活動時間、平日 １７時１５分

６月地区大会後、土日の一部、平日の一部柳都クラブで活動

ビーチスポーツの試行、全体クラブ行事、研修の試行

• 令和７年度 同上：柳都クラブの活動日、回数増加、事業の本格推進

• 令和８年度 全市一斉に部活動時間 平日は１６時４５分までとなる

土日と平日の１６時４５分以降の一部を柳都クラブで実施

・令和９年度以降 柳都クラブを核としたスポーツ・文化芸術活動の推進



〇国のモデル事業として認定を受け、補助金交付済。
（補助金交付が10月にずれこむ）

〇広報、告知の準備、実施
〇指導者打ち合わせと活動開始
土日曜日の活動 ビーチスポーツ体験会
ビーチバレーボール全国大会 ソフトテニス全国大会 出場

〇８月１日 総会開催 設立総会実施
〇日本、新潟県スポーツ協会総合型スポーツクラブ登録予定（4月）
〇9月20～22日国際スポーツ＆ウエルネスウイークエンド2024会場（22日）

令和6年度の取組、事業等



日和浜でビーチバレーボール、ビーチテニス、
シーカヤック… 体験会・イベント



柳都クラブ主催・共催（国際スポーツ＆ウエルネス
ウイークエンド）

フィットネスやダンス、健康づくり



12月に 保護者の皆様にお願いしたこと

〇部活動と地域クラブの連携・融合への理解
・見守り、応援をお願いします。
・希望するクラブ行事に参加、参画しませんか。

〇様々な種目を個人・団体等で、無理せず、可能なことを

楽しめるきっかけや機会に…



ご清聴ありがとうございました。


